


販促、教室のご褒美、サプライズカード用カスタムスクラッチオフ覆いシール
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Details
 

カスタムスクラッチオフ覆いシールは、不透明コーティングを硬貨で削り取る感圧ラベルです。印刷または手書きの内容の上に貼ります。販促、教室のご褒美、イベントのサプライズに適し
ています。改ざん痕跡を示すPIN封印ではありません。本生産前に、ご使用のカード用紙で隠蔽性、削りやすさ、接着性、においを承認してください。

カスタムスクラッチオフ覆いを注文するのは誰で、各購入者には何が必要ですか？ ↑
覆いシールの注文の大半はつの購入者グループによるもので、それぞれ成功の基準が異なります。

教師や学校職員は、同じ日に書き込み、覆い、配れるご褒美を求めています。カードを配る前に、覆ったメッセージが隠れたままであること、そして削り取りがはっきりできることを確認し
てください。

イベント企画者や家族は、性別発表、ブライダルシャワーのゲーム、祝日のギフトカード抽選に覆いシールを使います。こうした場では、回の失敗したサプライズが会場全体の前で起こるた
め、信頼性は単価より重要です。



小規模ブランドや小売業者は、覆いシールを顧客の反応を引き出す手段として扱います。販促印刷業者はこう説明します。「メール内のクーポンコードは読み飛ばされる。バッグや配送箱に
入ったスクラッチカードは開封される」（小売用途のガイダンス[2]）。このグループでは、仕様に固有コード、賞品ランク、有効期限、引換条件も加わります。ブランド側がこれらの条件を
作成し、法令順守を維持します。シール供給業者は懸賞の文言や宝くじの許認可を提供しません。

番目のグループには別製品が必要です。PINを隠すギフトカード、プリペイド、通信プログラムです。これらのラベルは、誰かが持ち上げた際に目に見える損傷を示さなければならず、標準
的な覆いシールはその用途向けではありません。以下の購入ガイドではこの境界を示し、誤ったグレードを注文しないようにします。

安価な覆いシールがサプライズを台無しにする理由と、カスタム仕様での解決方法 ↑
問題点。 ほとんどの不具合は、次の二つのいずれかに行き着きます。コーティングが本来隠すべきものを透かして見せてしまうか、そもそも削り取れないかのどちらかです。My
Scratch Offsは、低品質のステッカーを「透けすぎて（サプライズが台無し）」「削りにくすぎて（楽しさが台無し）」と説明しています（My Scratch Offsのステッカー
ガイド）。[3]).

当日に悪化する理由。

実際に使う状況での接着を確認してください。コーティングを削っている間も、ラベルは貼り付いたままでなければなりません。ラベル全体がめくれると、削って現れるはずの中身の表示も
一緒に失われます。

新しいパックは、強い臭いがないか、また包装の中でコーティングがこすれて取れていないかを確認してください。印刷品質を評価するレビューサイトによると、届いた時点での擦れの大半
は、印刷そのものではなく、仕上げ、取り扱い、梱包時の摩擦によるものとされています（Print Reviewerの分析）。[6]).

隠した内容に金銭的価値がある場合、リスクは高まります。PINまたは引換可能なコードである場合、FTCは、詐欺師がカード番号やPINを盗むために「ギフトカードの保護シールを剥
がしたり、裏面を削ったりする」と警告しています（FTC消費者向け警告[7]).

解決策。 カスタム注文では、曖昧な期待を文書化された仕様に置き換えます。仕様には次を含めます。

用途グレード（販促用またはPINレベル）
シールを貼る正確な基材
隠す内容の周囲に必要な被覆余白
つの出荷判定項目：隠蔽性、削りやすさ、接着性、におい。各項目を生産前に実物サンプルで承認

プルーフ確認の段階で、合否の値をすべて確認してください。

https://consumer.ftc.gov/consumer-alerts/2024/12/check-out-gift-cards-you-buy-them
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スクラッチオフ覆いシールとは、技術的には何ですか？ ↑
この技術は目新しいものではなく、工業的なものです。欧州特許庁が付与したScientific Gamesの特許は、スクラッチオフコーティングで情報を隠す手法が「商業コンテスト、
電話カードの口座番号、ギフトカード」に使われ、品目が使用・改変されていないことを確認するため「数十億個のスクラッチオフ製品」が毎年印刷されると記しています（EP 2 699
324 B1[8]).

オーバーレイ・ステッカーは、この手法を貼って剥がせるラベルに応用したものです。層は4層構成で、剥離紙、接着剤、薄い透明フィルム、そして上面の不透明で剥離可能なコーティング
から成ります。先に隠したい内容を印刷または記入し、その上からステッカーを押し当てると、受け取った人がコインでコーティングを削って中身を見ます。ある製品の掲載情報では、スク
ラッチオフ層と紙の間にフィルムがあるため中身が保護されると説明されています（ScratchStixの掲載情報）。[9]).

オーバーレイは、印刷済みのスクラッチカードとは異なります。My Scratch Offsは、ステッカーは「他の何かの上に貼ることを前提に設計されている」ものだと説明しており、
一方でカードは削り部分があらかじめ組み込まれた状態で届きます（ステッカーとカードの比較[10]）。オーバーレイ方式であれば、デザインは完全に自分で管理でき、ステッカーは中身を見
せる層を加えるだけです。

コーティング配合により、シールの隠蔽性と削った際の感触が決まります。包装材供給業者は、このコーティングを造膜樹脂、高隠蔽顔料、充填材で構成されるものと説明し、経験に基づく
次の出発点を示しています（HXMPACK材料ガイダンス[11]):

コーティング厚：削りやすい販促用コートでは約30–40 μm
顔料被覆量：約30 g/m²以上
剥離力：約5–10 N/25 mm。強すぎると下の印刷を持ち上げ、弱すぎると輸送中にラベルが開きます。

https://data.epo.org/publication-server/rest/v1.2/patents/EP2699324NWB1/document.html
https://data.epo.org/publication-server/rest/v1.2/patents/EP2699324NWB1/document.html


これらは供給業者のガイダンス値であり、ISO上限値ではありません。ご使用の基材で校正確認により検証する必要があります。英国の印刷業者は、粘着式スクラッチラベルは「スクリーン
印刷ラテックスコーティングと同等の改ざん耐性はない」と注意しています（Inprint Groupパネルガイド[12]).

一般的なサイズ 形状 代表的な隠し内容 代表的な用途
0.50 in 円形 短い番号、小さな当選語 教室用トークン、ミニ抽選券
1–1.25 in 円形または正方形 割引コード、短いフレーズ 販促、結婚式カード、性別発表
1.5 in 正方形またはハート形 長めのメッセージ、賞品行 パーティー用および郵送するDIYカード
8.5 × 11 in 断裁前シート 任意の断裁領域 ゲームボード、カスタム形状

これらのサイズは一般的な小売在庫を反映しています。代わりにカスタム抜き型線を独自レイアウトに合わせることもできます。どのサイズを選んでも、露出した端から数字が漏れるため、
覆いシールはすべての文字を全周に見える余白を付けて覆う必要があります。細いストリップは、内容を小さく書き、シールを慎重に位置合わせする場合にのみ使えます。最終寸法、形状、
シートあたりの枚数は、見積書と承認済み校正見本で確認されます。

カスタム注文の指定、貼付、検証方法 ↑
以下の手順は、ミスのコストが高くなる順序に従っています。次へ進む前に、各項目を確定してください。

ステップ1：最初に適切なグレードを選ぶ

隠した内容を早期に読むことで、誰が何を得るのかを確認してください。

隠した価値がパーティーのヒント、教室のご褒美、または自社の引換システムで管理する販促コードである場合、販促用覆いシールが適しています。これらのコードは、自社側で無効化、制
限、追跡できます。

隠した価値がギフトカードPIN、アクティベーションコード、または早期に読まれると誰かが利益を得られる保証コードである場合、セキュリティ構造が適しています。覆いシールとセキュ
リティラベルは購入、試験、承認の方法が異なり、両者を混同することがこのカテゴリで最も高額な失敗です。

ステップ2：基材と表面を合わせる

接着性と削り特性は、シール下の表面に左右されます。



紙。 My Scratch Offsは、滑らかで厚手のカード紙（80–100 lb）を推奨しています。強い凹凸または多孔質の紙は十分に密着せず、「削ると破れる可能性がある」と警告
しています。

プラスチック。 上記の供給業者ガイダンスでは、少なくとも38 dyn/cmの表面張力までのコロナ処理と、4B以上のクロスカット接着性を求めています。コーティングが粘着きすぎ
る場合は、任意の5–10 μmシリコーン剥離層を提案しています。

仕上げ。 銀、金、ホログラフィック仕上げはシールの見え方を変えます。この製品でホログラフィックは装飾です。プログラムがセキュリティ箔を明示的に必要とする場合にのみ、セキュリ
ティを追加します。

実際の基材の実物サンプルを送付し、その上で接着性を試験してください。仕様書だけでは、特定のコーティングがその表面でどう挙動するかは分かりません。

ステップ3：パネル下のアートワークを入稿前確認する

隠した文字は、よく作られたコーティングでも透けることがあります。印刷仕上げ業者は、スクラッチ領域下の内容を「低コントラストのベタ領域、つまり薄いグレーのベタ領域に濃いグレー
文字」とすべきだと説明しています。そうしないと、盛り上がったレーザートナーやUVインキにより、削る前に内容が「目立たない形で判別可能」になることがあります。同じ情報源は、
スクラッチ層を塗る前に紙をシールすることを推奨しています（SIMSAスクラッチオフ印刷ノート[13]).

手書き内容では、筆圧跡が主なリスクです。あるブランドの商品説明は、ボールペンのへこみがシール表面に透けることがあるため、ボールペンではなくマーカーまたはジェルペンを使うよ
う勧めています（My Scratch Offsの商品説明[14]).

家庭用プリンターは見当がずれます。金銭的価値のあるコードには、「自宅で印刷して手で貼る」工程を避けてください。



ステップ4：校正見本を承認してから生産・貼付する

サプライヤー側。 生産は承認済みのプルーフに従って進みます。コーティング、ご希望の形状へのダイカット、そしてシート状またはロール状への仕上げ加工を行います。仕様、数量区分、
納期は、書面の見積もりに記載されています。

お客様側。 シールは清潔で乾燥し、完全に硬化した印刷物に貼り、しっかり押さえてください。その後、誰かが削ったりカードを郵送したりする前に、接着剤が定着する時間を取ってくださ
い。あるメーカーは、接着剤を完全硬化させるため48時間を確保するよう購入者に求めています（2インチ正方形の商品ページ[15]).

受取人側。 受取人には硬貨またはスクラッチャー工具を使うよう案内してください。小売商品説明では、コーティングは「硬貨またはスクラッチャー工具のみで、きれいに削れる」とされ、
「爪で削ることは推奨しない」としています（1.25インチ丸形商品説明[16]）。ブランドは、ナイフや鍵が下の紙を切り裂く可能性も警告しています。



ステップ5：新しいロットごとに出荷判定を行う

確認項目 方法 合格条件 不合格時の対応
隠蔽性 室内光、斜光、スマートフォンのフラッシュで内容を読む 文字もQRコードも読めない ロットを不合格とし、顔料被覆量を見直す
削りやすさ 硬貨または爪で、対象基材上を2–4回通す パネルがきれいに取れ、紙は無傷で、ラベルが浮かない コーティング硬度または接着剤を調整する
接着性 硬化後に端部と中央を削る 角の浮きもラベル全体の剥がれもない 接着剤または基材を変更する
においと転写 密封パックを開け、乾いた指でコーティングをこする 強い溶剤臭がなく、汚れもない 子ども用キットから隔離する
輸送摩耗 到着時に抜取シートを検査する パネルを横切る傷がない パックを隔離し、梱包を見直す

サンプル承認の際は、以下の確認を行ってください。合格基準の正確な数値は、プルーフ承認書に明記されています。新しいロットごと、およびコーティングを変更するたびに、定められた
サンプリング計画に従って確認を実施してください。

子ども向けのプロジェクトでは、特に注意してください。ある公開された研究では、プリペイドカードのスクラッチオフ・コーティングから鉛が検出され、保守的な摂取シナリオのもとで、
著者らの基準値を上回る健康リスク指数が報告されています（重金属コーティングに関する研究[17]）。この研究では、これらのオーバーレイ・ステッカーは検査されていません。子どもが関
わるプロジェクト、または口に入る可能性のあるプロジェクトでは、重金属と溶剤についてロット単位の申告書を依頼してください。製品が玩具として販売される場合は、ASTM
F963などの該当する玩具安全要件も適用されます。

ステップ6：保管サンプルを基準に梱包、出荷、再注文する

事前に擦れたコーティングの大半は、取扱い中の摩擦、圧力、異物によるものです。防止するため、次の梱包規則を指定してください。

コーティング面を、露出した接着面や粗い段ボールに絶対に接触させない。
シートの間に滑らかな合紙を挟む。
大判シートは折らずに平らな状態で出荷する。
カートンへの圧潰荷重を避ける。

ロットによって品質が変わる場合もあります。これを防ぐため、最初に承認された生産分から署名済みのサンプルを保管してください。再注文のたびにそのサンプルを参照し、生徒、ゲスト、
顧客の手に渡る前に、不透明度とスクラッチの確認を繰り返してください。



どの形式が適切か：覆いシール、印刷カード、またはセキュリティラベル ↑

形式 最適用途 改ざん痕跡 主なトレードオフ
既製覆いシールパック 単発のパーティー、小規模な教室セット なし；持ち上げ可能 ロット一貫性の検証が難しい
カスタム覆いシール 自社印刷物上のブランド販促、郵送物、リワードプログラム 低い；封印ではない 校正確認と受入試験が必要
印刷済みスクラッチカード 配布準備済みのキャンペーン 低～中程度 カード全体のアートワークの承認が必要
セキュリティスクラッチオフラベル PIN、アクティベーションコード、保証コード 持ち上げ痕が出るよう設計 基材と保管状態の影響を受けやすい

すでに印刷物があり、ブランド生産全体で一貫した隠蔽性と接着性を求める場合は、カスタム覆いシールを選んでください。

組み立て不要ですぐ配れるものがほしい場合は、印刷済みカードを選んでください。

価値のあるコードにはセキュリティラベルを選んでください。あるセキュリティラベル供給業者は、スリットと破壊性フィルムにより「ラベルを持ち上げる、剥がす、または再貼付するいか
なる試み」でもスクラッチ領域が損傷すると説明しています（セキュリティスクラッチオフラベル[19]).

規制面でも、これらのグレードを分けるべきことが示されています。NCSLによると、少なくとも22州で30件超のギフトカード詐欺法案が2025会期に提出され、8年の12
州・2024件から増加しました。制定済みの刑事規定には、アーカンソー、フロリダ、アイオワ、ケンタッキー、ニューハンプシャー、テキサスが含まれます（NCSL法案追跡情
報[20]）。Digimarcは、FTCに報告されたギフトカード詐欺が$199百万ドルに達したと報告しています。期間は2025の最初の9か月で、2024年の同期間の$158百
万ドルから25%増です。また「引換コードとPINを覆う保護スクラッチオフラベルは、簡単に取り外して交換できる」と付記しています（Digimarc投資家向け補足資料[21]）。盗
む価値のあるものには、販促用覆いシールは不適切な手段です。

シールパックを小売で再販売する場合、連邦の表示基礎要件が適用されます。NISTは、公正包装表示法が品名表示、責任者表示、正味数量表示を要求すると説明しています。また、統一包
装表示規則は45州中50州で採用されていると述べています（NIST包装FAQ[22]).

RFQ項目 送付する内容 見積書で確認される内容
用途グレード 販促用またはPINレベル 覆いシールかセキュリティ構造かの適合性
形状とサイズ 抜き型線またはインチ寸法 最終抜き型と被覆余白
仕上げ 銀、金、またはホログラフィック 校正見本の色と隠蔽性結果
基材 ご使用基材の実物サンプル 接着・削り試験の結果

https://www.nist.gov/pml/owm/faqs/packaging-and-labeling-requirements-faqs


数量 デザインごとおよび合計 価格区分と最小発注数量
形式 シートまたはロール；手貼りまたは機械貼り リードタイムと梱包方法
対象者 子ども、郵送、または小売 必要な宣言書と表示

完全なRFQは校正確認のサイクルを短縮します。最小発注数量、単価、リードタイムは、基材試験後に文書化された見積書にのみ記載されるため、カタログ上の仮定ではなく実際の材料を
反映します。

購入者向け要点 ↑
ホログラフィックスクラッチオフラベルは、覆いシール市場そのものではなく成長中の隣接市場です — USD 542.18百万米ドル、2025, 7.32%年、2032
までのCAGR（出典)
ギフトカードの改ざんは現在、州の立法上の優先課題です — 少なくとも22州、2025年に30件超の法案（出典)
報告されるギフトカード詐欺は増え続けており、PINコードにはセキュリティラベルが必要です — $199百万ドル、2025の最初の9か月で25%増（出典)
小売再販のシールパックは連邦の表示基礎要件に従います — UPLRは50州中45州で採用（出典)
基材の選択が削りやすさを左右します — 滑らかな80–100 lbカード紙を推奨（出典)
削ったり郵送したりする前に硬化時間を確保する — あるメーカーのガイダンスでは48時間（出典)

サプライズを検証済み仕様に変える ↑
スクラッチオフのサプライズが機能するのは、コーティングが内容を完全に隠し、硬貨できれいに取れ、途中でラベルがカードに留まる場合です。カスタムスクラッチオフ覆いシールなら、
仕様を自社の基材で実証し、適切なセキュリティグレードに合わせることで、販促、教室のご褒美、イベントカードにその制御を提供できます。実物校正見本と文書化された見積書を依頼す
るには、アートワーク、基材サンプル、数量、用途を送付してください。

[2]Mr. Scratch Off：小売およびEC向けスクラッチオフカードの用途事例。 ↩
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[12]Inprint Group：スクラッチオフパネルの種類と改ざん耐性の比較。 ↩

[13]SIMSA：スクラッチオフ印刷向け低コントラスト下刷りとシール。 ↩

[14]Amazon B07RCZTXDP：ボールペンのへこみを避ける筆記具の助言。 ↩
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[16]Amazon B07RRC3C1C：硬貨またはスクラッチャーのみ；爪は非推奨。 ↩

[17]Life Science：プリペイドカードのスクラッチオフコーティング中の重金属に関する研究。 ↩
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